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(57)【要約】
【課題】内視鏡を汚すこと無く、色素を散布する。
【解決手段】内視鏡先端フード１０はフード本体１１、
容器部１２、受圧体１３、およびスライドレール１４、
を有する。フード本体１１は中空円筒形状である。フー
ド本体１１内部に容器部１２を設ける。容器部１２にス
ライドレール１４を設ける。スライドレール１４は受圧
体１３を支持する。受圧体１３はスライドレール１４に
支持されながら、フード本体１１の軸方向に変位自在で
ある。定められた姿勢でフード本体１１を挿入管に装着
する。観察端部から見て鉗子チャンネルの一部と受圧体
１３とが重なる。鉗子チャンネルに挿入した処置具が受
圧体１３を押す。受圧体１３は容器部のピストンととも
に変位する。ピストンの変位により容器部１２の内部を
加圧する。容器部１２の内部の加圧により、色素を容器
部１２から散布させる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の挿入管の先端に装着される端部である装着端部と前記装着端の逆側の端部であ
る観察端部とを有し、前記装着端部および前記観察端部は開放されたフード本体と、
　前記フード本体に設けられ、流動性を有する流動物質を収容し、内部が加圧されるとき
に前記流動物質を吐出する容器部と、
　前記フード本体を前記挿入管の先端に装着時に前記内視鏡の鉗子チャンネルに対向する
位置に変位可能に支持され、前記鉗子チャンネルに挿入させた処置具からの付勢により変
位し、変位することにより前記容器部の内部を加圧する受圧体とを備える
　ことを特徴とする内視鏡先端フード。
【請求項２】
　前記フード本体が前記挿入管の先端に装着された状態において、前記鉗子チャンネルに
挿通させる前記処置具の進行方向に沿って変位可能に、前記受圧体を支持するレールを備
え、
　前記フード本体が前記挿入管先端に装着された状態において、前記受圧体が前記挿入管
から離れる方向に変位することにより前記容器部の内部は加圧される
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡先端フード。
【請求項３】
　前記フード本体が前記挿入管先端に装着された状態において、前記観察端部から見て前
記鉗子チャンネルの一部と前記受圧体とが重なることを特徴とする請求項２に記載の内視
鏡先端フード。
【請求項４】
　前記フード本体が前記挿入管の先端に装着された状態において、前記受圧体を前記処置
具の進行方向に沿って変位後に、前記処置具の進行経路から退避することを特徴とする請
求項２または請求項３に記載の内視鏡先端フード。
【請求項５】
　前記フード本体において、前記流動物質を吐出させるための吐出口が形成されており、
前記吐出口に逆止弁が設けられていることを特徴とする請求項１～請求項４のいずれか１
項に記載の内視鏡先端フード。
【請求項６】
　前記容器部の内部が加圧されると、前記容器部を前記処置具から隔てる隔離手段をさら
に有することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡先端フード。
【請求項７】
　前記隔離手段が、隔離板を含むことを特徴とする請求項６に記載の内視鏡先端フード。
【請求項８】
　前記容器部を前記処置具から隔てる隔離位置で前記隔離板を保持する保持手段をさらに
有することを特徴とする請求項７に記載の内視鏡先端フード。
【請求項９】
　前記フード本体が前記挿入管に装着された状態において、前記隔離板が、前記容器部の
内部が加圧される前において前記鉗子チャンネルに平行な位置にあり、前記容器部の内部
が加圧されると前記フード本体の内壁面に平行な位置に移動することを特徴とする請求項
７および請求項８のいずれか１項に記載の内視鏡先端フード。
【請求項１０】
　前記容器部の一部が前記受圧体であることを特徴とする請求項６～請求項９のいずれか
１項に記載の内視鏡先端フード。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の挿入管先端に取り付ける内視鏡先端フードに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　ＥＳＤ（内視鏡的粘膜下層剥離術）などの内視鏡を用いた治療法が知られている。ＥＳ
Ｄを行うときに、病変部を容易に視認出来るように、着色用の色素が病変部に散布される
（特許文献１参照）。
【０００３】
　内視鏡には、鉗子チャンネルや送水チャンネルが設けられる。鉗子チャンネルを挿通さ
せた散布チューブや、送水チャンネルを介して、色素が内視鏡の先端に移送され、病変部
近辺に散布される。また、色素に限らず、薬品などを散布チューブや送水チャンネルを介
して内視鏡の先端に移送することも可能である。
【０００４】
　このように、内視鏡の鉗子チャンネルや送水チャンネルなどを用いて、色素や薬剤など
の所定の機能を有する物質を生体内に移送することが可能である。しかし、これらの物質
の移送により、鉗子チャンネルや送水チャンネルを汚してしまうことが問題であった。
【０００５】
　なお、鉗子チャンネルに散布チューブを挿通させた場合であっても、散布チューブ先端
が色素などにより汚れるため、使用後の散布チューブを鉗子チャンネルから引き抜くとき
に、鉗子チャンネルは汚れていた。
【特許文献１】特開２００６－３２５８６７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、本発明では内視鏡の鉗子チャンネルや送水チャンネルを汚すことなく、生
体内に色素や薬剤などを散布可能にする内視鏡先端フードの提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の内視鏡先端フードは、内視鏡の挿入管の先端に装着される端部である装着端部
と装着端部の逆側の端部である観察端部とを有し装着端部および観察端部は開放されたフ
ード本体と、フード本体に設けられ流動性を有する流動物質を収容し内部が加圧されると
きに流動物質を吐出する容器部と、フード本体を挿入管の先端に装着時に内視鏡の鉗子チ
ャンネルに対向する位置において変位可能に支持され鉗子チャンネルに挿入させた処置具
からの付勢により変位し変位することにより容器部の内部を加圧する受圧体とを備えるこ
とを特徴としている。
【０００８】
　なお、フード本体が挿入管の先端に装着された状態において鉗子チャンネルに挿通させ
る処置具の進行方向に沿って変位可能に受圧体を支持するレールを備え、フード本体が挿
入管先端に装着された状態において受圧体が挿入管から離れる方向に変位することにより
容器部の内部は加圧されることが好ましい。
【０００９】
　また、フード本体が挿入管先端に装着された状態において、観察端部から見て鉗子チャ
ンネルの一部と受圧体とが重なることが好ましい。また、フード本体が挿入管の先端に装
着された状態において受圧体を処置具の進行方向に沿って変位後に処置具の進行経路から
退避することが好ましい。また、フード本体においては、流動物質を吐出させるための吐
出口が形成され、吐出口には逆止弁が設けられることが好ましい。
【００１０】
　内視鏡先端フードは、容器部の内部が加圧されると、容器部を処置具から隔てる隔離手
段をさらに有することが好ましい。隔離手段は、例えば隔離板を含む。この場合、内視鏡
先端フードは、容器部を処置具から隔てる隔離位置で隔離板を保持する保持手段をさらに
有することが好ましい。
【００１１】
　フード本体が挿入管に装着された状態において、隔離板が、容器部の内部が加圧される



(4) JP 2009-279375 A 2009.12.3

10

20

30

40

50

前に鉗子チャンネルに平行な位置にあり、容器部の内部が加圧されるとフード本体の内壁
面に平行な位置に移動することが好ましい。また、容器部の一部が受圧体であることが好
ましい。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、内視鏡先端フードから色素が散布されるので、内視鏡の鉗子チャンネ
ルや送水チャンネルを汚すこと無く、色素などの流動物質を散布することが可能になる。
また、先端が硬質の処置具を挿入するだけで、流動物質の散布が可能なので、流動物質の
散布のための処置時間を短縮することが可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明の第１の実施形態について図面を参照して説明する。
【００１４】
　まず、図１を用いて、本発明の第１の実施形態を適用した内視鏡先端フードが装着され
る内視鏡２０について説明する。図１は、本発明の第１の実施形態を適用した内視鏡先端
フードが装着される内視鏡２０の外観図である。
【００１５】
　内視鏡２０は、操作部２１、挿入管２２、およびコネクタ２３によって構成される。操
作部２１と挿入管２２とが連結される。また、操作部２１とコネクタ２３とが連結される
。内視鏡先端フード（図１において図示せず）は、挿入管２２の先端に装着される。
【００１６】
　コネクタ２３から挿入管２２の先端まで照明光を伝達するためのライトガイド（図示せ
ず）が延設される。また、被写体像の受光のために挿入管２２の先端に設けられる撮像素
子（図示せず）から画像信号を伝送するための信号線が、コネクタ２３まで延設される。
【００１７】
　また、挿入管２２の内部には、挿入管２２の基端から先端に延びる鉗子チャンネル２４
が設けられる。鉗子チャンネル２４は、操作部２１と連結される端部である基端側に設け
られる処置具挿入口２５に連結される。鉗子などの処置具（図１において図示せず）を処
置具挿入口２５にから鉗子チャンネル２４に挿通することにより、処置具を先端側に到達
させることが可能である。
【００１８】
　次に、第１の実施形態を適用した内視鏡先端フードについて、図２を用いて説明する。
図２は、内視鏡先端フード１０の外観図である。
【００１９】
　内視鏡先端フード１０は、フード本体１１、容器部１２、および受圧体１３などによっ
て形成される。フード本体１１は円筒状であり、両端部は開放されている。フード本体１
１の内径と装着される挿入管２２の先端の外径とが同一となるように、フード本体１１は
形成される。このようにフード本体１１を形成することにより、挿入管２２の先端をフー
ド本体１１に着脱可能となる。
【００２０】
　また、挿入管２２が体内などに挿入されている間にフード本体１１が挿入管２２から脱
落しないように、弾性部材（例えばシリコン部材）によってフード本体１１を形成し、フ
ード本体１１の内径を装着される挿入管２２の先端の外径より小さくしてもよい。
【００２１】
　なお、フード本体１１において挿入管２２が装着される端部が定められており、以下の
説明において挿入管２２が装着される端部を装着端部ＭＥ、逆側の端部を観察端部ＯＥと
する。
【００２２】
　なお、内視鏡先端フード１０は、挿入管２２への装着姿勢が定められている。フード本
体１１および挿入管２２の先端の外周には、軸方向に沿った直線が描かれる。使用者がフ



(5) JP 2009-279375 A 2009.12.3

10

20

30

40

50

ード本体１１と挿入管２２の先端とに描かれた直線が一直線となるように装着することに
より、内視鏡先端フード１０は挿入管２２の先端に定められた装着姿勢で取り付けられる
。
【００２３】
　図３は、容器部の構造を示す断面図である。図４は、容器部に設けられるスライドレー
ル、ストッパ、および受圧体の配置を示す斜視図である。図５は、定められた装着姿勢で
挿入管に装着された内視鏡先端フードの図である。
【００２４】
　フード本体１１の円筒内面に、容器部１２が設けられる。図３に示すように、容器部１
２は、シリンダ１２ｃ、ピストン１２ｐ、および逆止弁１２ｖによって形成される。シリ
ンダ１２ｃは、中空円筒の軸方向がフード本体１１の軸方向と平行となるように、フード
本体１１に固定される。
【００２５】
　シリンダ１２ｃの観察端部ＯＥ側には、吐出口１２ｄが形成される。吐出口１２ｄには
逆止弁１２ｖが設けられる。また、シリンダ１２ｃの装着端部ＭＥ側から、シリンダ１２
ｃ内部にピストン１２ｐが嵌入される。ピストン１２ｐはシリンダ１２ｃ内部を密閉しな
がら、シリンダ１２ｃの軸方向に変位自在である。
【００２６】
　シリンダ１２ｃの内部には、インジゴカルミンなどの液状の色素が収容される。ピスト
ン１２ｐを観察端部に向けて変位させて、シリンダ１２ｃ内部を加圧することにより、色
素が吐出口１２ｄから吐出され、観察端部近辺に散布される。なお、逆止弁１２ｖにより
、吐出口１２ｄからシリンダ１２ｃ内部への異物の混入が防止される。
【００２７】
　図４に示すように、容器部１２には、スライドレール１４（レール）およびストッパ１
５が設けられる。スライドレール１４は、シリンダ１２ｃの中空円筒の軸方向に沿って装
着端部ＭＥ側から延設される。スライドレール１４の観察端部ＯＥ側から後述する所定の
距離離れた位置にストッパ１５が設けられる。
【００２８】
　図５に示すように、スライドレール１４は、容器部１２よりフード本体１１の軸中央方
向に所定の高さを有する。ただし、容器部１２およびスライドレール１４は、内視鏡先端
フード１０が挿入管２２に装着された状態において観察端部ＯＥから見て、鉗子チャンネ
ル２４に重ならないように形成される。
【００２９】
　スライドレール１４には、受圧体１３がスライドレール１４に沿って変位自在に支持さ
れる（図４、図５参照）。なお、ストッパ１５とスライドレール１４との間の所定の距離
は、受圧体１３のスライドレール１４の方向に沿った長さになるように定められる。
【００３０】
　図５に示すように、内視鏡先端フード１０が挿入管２２に装着された状態において観察
端部ＯＥから見て、スライドレール１４に支持された受圧体１３が鉗子チャンネル２４の
一部に重なるように、受圧体１３は形成される。
【００３１】
　ストッパ１５は角柱状の角柱部１５ｐと斜面片部１５ｓとを有する（図４参照）。角柱
部１５ｐはスライドレール１４に支持された受圧体１３よりもフード本体１１の軸の中心
に延びる。斜面片部は１５ｓ、角柱部１５ｐの軸中心側の端部に形成される。斜面片部１
５ｓは容器部１２および装着端部ＭＥ方向を向く斜面を有する。
【００３２】
　２本のストッパ１５が、内視鏡先端フード１０が挿入管２２に装着された状態において
観察端部ＯＥから見て、鉗子チャンネル２４を挟みながら鉗子チャンネル２４に重ならな
い位置に設けられる。なお、観察端部ＯＥから見て、２本のストッパ１５に重なるように
、受圧体１３は形成される。
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【００３３】
　図６は、処置具が挿入される前の受圧体１３の位置を示す、内視鏡先端フード１０と挿
入管２２とを挿入管２２の長手方向に沿った平面で切断した断面図である。図７は、挿入
された処置具が受圧体１３に当接するときの受圧体１３の位置を示す、内視鏡先端フード
１０と挿入管２２の断面図である。図８は、処置具により付勢されている受圧体１３の位
置を示す、内視鏡先端フード１０と挿入管２２の断面図である。図９は、退避空間に格納
されたときの受圧体１３の位置を示す、内視鏡先端フード１０と挿入管２２の断面図であ
る。これらの図６～９においては、説明の便宜上、受圧体１３、スライドレール１４、お
よび連結棒１６は、切断されていない状態で示されている。
【００３４】
　受圧体１３を観察端部ＯＥ側に変位させてスライドレール１４から逸脱させると、受圧
体１３は斜面片部１５ｓにより容器部１２外壁方向に変位方向を変えられる。この結果、
スライドレール１４、容器部１２の外壁、およびストッパ１５により囲まれる空間である
退避空間ＳＳに、受圧体１３が格納される（図６参照）。
【００３５】
　受圧体１３とピストン１２ｐとは、連結棒１６によって連結される。連結棒１６により
、受圧体１３の変位に応じてピストン１２ｐは変位する。
【００３６】
　以上のような構成の内視鏡先端フード１０は、内視鏡２０の挿入管２２に装着された状
態で使用される。内視鏡先端フード１０を装着した挿入管２２が体内に挿入される。モニ
タ（図示せず）に治療対象の病変部が表示されるまで、挿入管２２が挿入される。なお、
このときには、鉗子チャンネル２４には、処置具は挿入されない（図６参照）。
【００３７】
　モニタに病変部が表示されるときに、鉗子チャンネル２４に把持鉗子、生検鉗子、また
はナイフなどの先端が硬質である処置具２６が挿入される。挿入された処置具２６は受圧
体１３に当接する（図７参照）。受圧体１３に当接された処置具２６をさらに観察端部Ｏ
Ｅに進行させると、受圧体１３は処置具２６により付勢され、観察端部ＯＥ方向に変位す
る。
【００３８】
　受圧体１３が観察端部ＯＥ方向に変位すると、連結棒１６によりピストン１２ｐも観察
端部ＯＥ方向に変位して、シリンダ１２ｃの内部が加圧される。シリンダ１２ｃ内部が加
圧されると、色素ｐが吐出口１２ｄから吐出され、病変部に散布される（図８参照）。
【００３９】
　さらに処置具２６を観察端部ＯＥ方向に進行させると、受圧体１３はスライドレール１
４から逸脱する。前述のように、逸脱した受圧体１３は退避空間ＳＳに格納される（図９
参照）。受圧体１３が退避空間ＳＳに格納されることにより、受圧体１３は処置具２６の
進行経路から退避する。受圧体１３が退避することにより、処置具２６は鉗子チャンネル
２４から直進可能である。なお受圧体１３が退避すると、受圧体１３とシリンダ１２ｃと
の距離の変化に対応すべく、連結棒１６は収縮し、受圧体１３側の端部が受圧体１３に入
り込む（図９参照）。
【００４０】
　以上のように、第１の実施形態の内視鏡先端フード１０によれば、内視鏡２０の鉗子チ
ャンネル２４や送水チャンネル（図示せず）を汚すこと無く、病原部に色素を散布するこ
とが可能である。
【００４１】
　また、本実施形態では処置具２６を挿入して受圧体１３を押圧することにより色素の散
布を行なうが、色素の散布後には受圧体１３が退避空間ＳＳに格納されるので、内視鏡先
端フード１０が装着されない状態と同じように処置具２６を使用することが可能である。
【００４２】
　なお、本実施形態において、処置具２６を観察端部ＯＥに進行させていくと受圧体１３
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が処置具２６の進行経路から退避する構成であるが、退避しなくてもよい。退避しなくて
も、色素の散布は可能である。ただし、前述のように、退避する構成であれば、内視鏡先
端フード１０を装着したまま快適に処置具２６を操作することが可能になる。
【００４３】
　また、本実施形態において、観察端部ＯＥから見て鉗子チャンネル２４の一部と受圧体
１３とが重なる構成であるが、鉗子チャンネル２４の全部が受圧体１３と重なる構成であ
ってもよい。全部が重なる構成であっても、色素の散布は可能である。ただし、前述のよ
うに、鉗子チャンネル２４の一部が受圧体１３と重なる構成であれば、処置具２６の進行
経路からの受圧体１３の退避が容易になる。
【００４４】
　また、本実施形態において、受圧体１３はスライドレール１４によりフード本体１１の
軸方向に沿って変位し、容器部１２の内部を加圧する構成であるが、どのような方向に変
位してもよい。変位により容器部１２の内部を加圧することが可能であれば、本実施形態
と同様の効果が得られる。
【００４５】
　また、本実施形態において、ストッパ１５および逆止弁１２ｖが設けられる構成である
が、設けなくてもよい。これらの部品を設けなくても、色素の散布は可能である。ただし
、前述のように、ストッパ１５および逆止弁１２ｖを設けることにより、受圧体１３の観
察端部ＯＥ方向への落下および吐出口１２ｄからピストン１２ｐ内部へ逆流が防止される
。
【００４６】
　以下、第２の実施形態につき説明する。図１０は、第２の実施形態を適用した内視鏡先
端フード１０と挿入管２２の断面図である。
【００４７】
　本実施形態では、容器部１２の形態が第１の実施形態と異なり、受圧体１３およびスラ
イドレール１４が設けられていない。そしてピストン１２ｐが処置具２６により直接押圧
される。このように本実施形態においては、容器部１２の一部であるピストン１２ｐが、
処置具２６からの付勢により変位する受圧体として機能する。
【００４８】
　さらに本実施形態では、第１の実施形態と異なり、容器部１２がフード本体１１の内部
に埋め込まれている。すなわち容器部１２は、フード本体１１の内壁面１１Ｓに設けられ
た凹部１１Ｒと、観察端部ＯＥとの間に設けられている。このように容器部１２を配置す
るために、本実施形態のフード本体１１は全体的に厚く、特に、容器部１２が設けられた
領域は他の領域よりも肉厚である。
【００４９】
　このように、肉厚のフード本体１１の装着端部ＭＥは、挿入管２２の先端形状に対応し
た段状を有する。このため、フード本体１１は、装着端部ＭＥの内側の領域が先端面２２
Ｓの周辺部を覆うように、挿入管２２に取り付けられる。
【００５０】
　凹部１１Ｒの底面には、容器部１２を処置具２６から隔てるための隔離板１７（隔離手
段）が配置されている。隔離板１７は、内視鏡先端フード１０の使用前には、凹部１１Ｒ
の底面上（以下、初期位置という）にあって鉗子チャンネル２４に平行である。そして処
置具２６により押圧される前のピストン１２ｐは、図示されたように凹部１１Ｒにおいて
隔離板１７の上に配置されている。
【００５１】
　図１１は、挿入された処置具２６がピストン１２ｐに当接する状態を示す、本実施形態
の内視鏡先端フード１０と挿入管２２の断面図である。図１２は、ピストン１２ｐを押圧
した処置具２６が挿入管２２の内部に退避した状態を示す、内視鏡先端フード１０と挿入
管２２の断面図である。図１３は、処置具２６をフード本体１１の観察端部ＯＥから突出
させて使用する状態を示す、内視鏡先端フード１０と挿入管２２の断面図である。
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【００５２】
　処置具２６により付勢されたピストン１２ｐは、観察端部ＯＥ方向に移動する。このピ
ストン１２ｐの移動より、シリンダ１２ｃの内部が加圧され、色素が吐出口１２ｄから吐
出される。このように、ピストン１２ｐがシリンダ１２ｃの内部まで移動すると、隔離板
１７は、軸部材１８を中心に回転して上方、すなわちフード本体１１の内側に向かって移
動し、処置具２６に接する。
【００５３】
　この隔離板１７の移動は、フード本体１１内のバネ（図示せず）による。すなわち、隔
離板１７は、バネにより付勢されている状態で、隔離板１７の上にピストン１２ｐがある
ことによって初期位置に配置されていた（図１０参照）ところ、付勢力に対抗していたピ
ストン１２ｐが隔離板１７の上から離れると、処置具２６に接する位置まで移動する（図
１１参照）。
【００５４】
　使用者の操作により、処置具２６が鉗子チャンネル２４内に退避される（図１２参照）
と、隔離板１７は、さらに上方に移動する。隔離板１７は、フード本体１１の内壁面１１
Ｓに平行な位置であって、容器部１２を処置具２６から隔てる位置（以下、隔離位置とい
う）まで移動する。そして隔離板１７は、保持板１９（保持手段）によって隔離位置で保
持される。
【００５５】
　保持板１９は、隔離板１７に取り付けられており、隔離板１７が初期位置にあるとき（
図１０参照）、フード本体１１内に配置されている。そして隔離板１７の移動に伴って保
持板１９も移動し、隔離板１７が隔離位置まで移動すると、保持板１９は、フード本体１
１によって支持されて移動が停止する。なお、フード本体１１の凹部１１Ｒの底面には、
保持板１９を収容するための溝（図示せず）が設けられている。
【００５６】
　処置具２６は、隔離位置で保持された隔離板１７の上を通ることができる。このため処
置具２６は、凹部１１Ｒに嵌まることなく、観察端部ＯＥから突出されて使用される（図
１３参照）。なお、フード本体１１の肉厚領域の形状を調整することにより、処置具２６
の移動する方向を制御できる。例えば、図示されたように、鉗子チャンネル２４の上方に
配置された撮像素子等の撮影光学系（図示せず）の光軸に近づくように処置具２６を突出
させることができる。
【００５７】
　以上のように本実施形態によれば、色素を収容していた容器部１２を隔離板１７によっ
て処置具２６から隔離することにより、ピストン１２ｐが移動前の位置（図１０参照）に
戻ることが防止される。このため、ピストン１２ｐに付着していた色素により、処置具２
６、さらには鉗子チャンネル２４が汚れてしまうことが確実に防止される。
【００５８】
　本実施形態においても、内視鏡先端フード１０の形状等を一部変更することができる。
例えば、固定式の保持板１９をフード本体１１の内壁面１１Ｓの端部であって凹部１１Ｒ
の上側に設けても良い。この場合、保持板１９は、隔離位置まで移動した隔離板１７（図
１２参照）の上面に接し、隔離板１７に加えられる付勢力を抑えつつ隔離板１７を保持す
る。
【００５９】
　また、本実施形態においては、隔離板１７等を設けるために受圧体１３を除いて容器部
１２の構造を簡素化することが好ましいものの、受圧体１３を設けても良い。この場合、
容器部１２と受圧体１３とが、隔離板１７によって処置具２６から隔離される。また、吐
出口１２ｄを複数設けたり、フード本体１１の外壁面に設けても良い。
【００６０】
　また、いずれの実施形態においても、容器部１２には色素が収容される構成であるが、
生体内で散布する薬剤などであって、流動性を有する流動物質を収容する構成であっても
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よい。
【００６１】
　また、いずれの実施形態においても、内視鏡先端フードは撮像素子を有する電子内視鏡
に用いられる構成であるが、ファイバースコープに用いることも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】本発明の第１の実施形態を適用した内視鏡先端フードが装着される内視鏡の外観
図である。
【図２】内視鏡先端フードの透視図である。
【図３】容器部の構造を示す断面図である。
【図４】容器部に設けられるスライドレール、ストッパ、および受圧体の配置を示す斜視
図である。
【図５】定められた装着姿勢で挿入管に装着された内視鏡先端フードの図である。
【図６】処置具が挿入される前の受圧体の位置を示す内視鏡先端フードと挿入管の断面図
である。
【図７】挿入された処置具が受圧体に当接するときの受圧体の位置を示す内視鏡先端フー
ドと挿入管の断面図である。
【図８】処置具により付勢されている受圧体の位置を示す内視鏡先端フードと挿入管の断
面図である。
【図９】受圧体が退避空間に格納されたときの受圧体の位置を示す内視鏡先端フードと挿
入管の断面図である。
【図１０】第２の実施形態を適用した内視鏡先端フードと挿入管の断面図である。
【図１１】挿入された処置具がピストンに当接する状態を示す、第２の実施形態の内視鏡
先端フードと挿入管の断面図である。
【図１２】ピストンを押圧した処置具が挿入管の内部に退避した状態を示す、第２の実施
形態の内視鏡先端フードと挿入管の断面図である。
【図１３】処置具をフード本体の観察端部から突出させて使用する状態を示す、第２の実
施形態の内視鏡先端フードと挿入管の断面図である。
【符号の説明】
【００６３】
　１０　内視鏡先端フード
　１１　フード本体
　１１Ｓ　内壁面
　１２　容器部
　１２ｃ　シリンダ
　１２ｄ　吐出口
　１２ｐ　ピストン
　１２ｖ　逆止弁
　１３　受圧体
　１４　スライドレール（レール）
　１５　ストッパ
　１６　連結棒
　１７　隔離板（隔離手段）
　１９　保持板（保持手段）
　２０　内視鏡
　２２　挿入管
　２４　鉗子チャンネル
　２６　処置具
　ＯＥ　観察端部
　ＭＥ　装着端部
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